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愛媛県においては、鰹節の地場産業が形成されている。

これに伴い、頭部、中落とし、内臓、シラコ、卵などが

残されているが、ほとんど利活用されていない。  

そこで、カツオの中骨に含まれている豊富なコラーゲ

ンを抽出し、その特性や、コラーゲンの酵素分解等によ

って生成されるペプチドの機能性を調査し、コラーゲン

ペプチドを利用した新しい複合食品を開発することを目

的として行った。  

実 験 方 法 

１．供試試料  

試験に用いたカツオの中骨は、マルトモ (株 )より入手

した。  

２．コラーゲンの抽出方法と抽出率  

コラーゲンの抽出は、前報 1)と同様に、水洗、脱灰条

件、酢酸抽出条件等の検討を行った後、熱水抽出方法

（60℃～100℃）と高温高圧加熱抽出法（100℃～120℃）

を用いた。また、抽出率も前報 1)と同様に、抽出したコ

ラーゲンのヒドロキシプロリン含量を測定し、求めた。  

３．コラーゲンの特性調査  

前報 2)と同様に、抽出したコラーゲンの特性（粘度、

融点、ゲル物性、官能試験等）を測定した。 

４．コラーゲンの酵素分解物の作製 

カツオの中骨から抽出したコラーゲンを酵素（市販の

酵素 11 種）分解し、酵素分解物として使用した。 

５．コラーゲンペプチドの血圧降下作用  

アンジオテンシン変換酵素阻害活性（ＡＣＥ阻害活性）

は、Cushman ら 3)の方法を用いて測定した。  

動物細胞による血圧降下作用は、自然発症高血圧モデ

ルラット（ＳＨＲ）に酵素分解物を投与することにより、

血圧降下作用を評価した。  

結 果 と 考 察  

１．カツオ中骨からのコラーゲン抽出  

水洗、脱灰を行ったカツオの中骨に 10 倍量の蒸留水を

加えて、105℃あるいは 120℃で 2 時間加圧熱水抽出を行

うと、コラーゲンを 90%以上抽出することが可能であっ

た。  

２．コラーゲンの特性  

105℃と 120℃で抽出したコラーゲンは、それぞれゲル

強度が 75 と 84g、融点が 14 と 15℃、動粘度が 1.5 と

2.0mPa･s であり、冷蔵すれば固化するゲル化食品として、

どちらとも利用できることが分かった。  

３．コラーゲンペプチドの特性と配列  

抽出したコラーゲンをプロテアーゼ M で処理した酵

素分解物は ACE 阻害活性を示し、さらに、自然発症高血

圧モデルラット（ＳＨＲ）に投与しても血圧降下作用を

示したため、血圧降下を有するサプリメントとて利用で

きることが分かった。  

また、ACE 阻害活性を有するコラ－ゲンペプチドの 4

個の配列を決定した。  
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